
　元紀宝町消防団団長の向井治さんが、令和 4 年春の叙勲
において、瑞宝単光章を受章され、町は５月 24 日、伝達式
を行いました。
　向井さんは昭和 54 年５月の入団以来、約 40 年の長きに
わたり消防業務や責任者、指導者として団員の教養訓練はも
とより、地域住民の日常における防火意識の高揚などに努め
られました。
　向井さんは受章に際し、「妻の協力と、消 
防団の仲間の支えのおかげで受章できまし
た。みなさんに感謝しています」と話して
いました。
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宝単光章
消防団員として地域の安全のために尽力

01. 町消防団による改良積土
のう工法。02. ヘリコプター
による救助の様子。
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　熊野川総合水防演習実行委員会（国土交通省、和歌山県、
三重県、新宮市、田辺市、那智勝浦町、太地町、古座川町、
北山村、串本町、熊野市、紀宝町）は 5 月 28 日、「熊野川
総合水防演習」を実施しました。
　これは水害の経験や訓練を未来に継承するため、当時被災
した周辺自治体が参画し、水防技術の向上・伝承を図るとと
もに「流域治水」への転換の観点を踏まえ、幅広い主体が参
加する実践的な訓練により、地域の防災知識の普及や向上、
災害対処能力のさらなる向上を目的として行われました。
　演習は、台風発生による熊野川氾濫を想定し、発災からの
状況把握、情報伝達、水防対策工、堤防決壊後の応急復旧、
救出・救護、警報解除までの一連の流れの中で、各機関が連
携し、実践的な訓練を行っていました。

熊 野川で総合水防演習を実施
紀伊半島大水害の教訓を次世代に

元気キッズメンバーのみなさん

　紀宝町学校支援本部「元気キッズ」は６月７日、令和４年
度「子どもの読書活動優秀実践団体 文部科学大臣表彰」を
受賞したことを西

に し だ
田町長と西
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教育長に報告しました。

　「元気キッズ」は平成 11 年に設立、町内小学校と連携し、
長きにわたって読み聞かせ活動を実施しており、関係団体と
の連携や情報交換を行うことにより地域に根ざした読み聞か
せ活動が実現されていることが評価されました。
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元 気キッズが文部科学大臣表彰を報告
長年にわたり地域に根ざした読み聞かせ活動を実施

01. 園児がジャガイモを掘る
様子。02. 大きなジャガイモ
を収穫し喜ぶ園児。
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　うどの幼稚園は５月 24 日、町内の畑においてジャガイモ
の収穫を行いました。
　これは園児たちの食育の一環として、収穫の喜びを味わう
ことや農作物の成長の変化に気づくことなどを目的に行われ
ているものです。
　園児 41 人は、茎の根元を持って引き抜き、土の中から出
てくる大小さまざまなジャガイモに興奮したり、土の中にい
る虫たちに興味を引かれたりと自由に楽し
んでいました。
　収穫したジャガイモは、園児の家に持ち
帰ったり、給食の食材として使用し、おい
しく食べられました。

うどの幼稚園が収穫体験を行う
食育の一環として

叙勲の伝達を受けた向井さん

　町は６月１日、井田海岸などに上陸するアカウミガメの保
護活動を行う町ウミガメ保護監視員に、萩
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喜さんを委嘱し、監視員らによってウミガメパトロールが
開始されました。
　これは、ウミガメ公園飼育員の伊

い と う
藤柊

しゅうや
也さんらと協力し、ウ

ミガメの上陸や産卵を確認し保護するため毎年 6 月から７月
にかけて行っているもので、初日は通常のパトロールに加え、
浜の距離を測る定点観測を行いました。
　また、パトロール開始にあわせて、ウミガメ保護監視員と
ウミガメ公園職員らが協力しウミガメの産卵シーズンを迎え
る井田海岸の清掃活動を行いました。

ウ ミガメパトロールを開始
６、７月の毎週土曜日には一般参加者も募集
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パトロールを行うウミガメ保護監視員の方々
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三反帆の船体や装備品を確認

　国土交通省中部運輸局鳥羽海事事務所と三重県警察は５月
17 日、熊野川体感塾に対して安全指導を実施しました。
　県警は北海道知床半島の沖合で発生した遊覧船の沈没事故
を受け、また同事務所は毎年展開している「小型船舶安全キャ
ンペーン」の一環として、合同で行ったものです。
　安全指導では、まず書類や口頭で、運航状況や通信手段な
どを確認したほか、ライフジャケットの安全性を確認してい
ました。その後、三反帆の点検を行い、実際に乗船して運航
コースを巡り、安全を確認していました。
　同事務所の岩

いわさき
崎所長は「よく安全に配慮されていました。

船に異常もなく、全体的に良好でした」と話していました。

熊 野川体感塾の安全指導を実施
中部運輸局と県警が合同で
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